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吉
良
家
資
料
解
題

濵

田

実

侑

は
じ
め
に

「
吉
良
家
資
料
」
は
、
吾
川
郡
弘
岡
下
ノ
村
（
現
高
知
市
春
野
町
弘
岡
下
ノ
村
）
出
身

の
民
権
家
、
吉
良
順
吉
（
以
下
順
吉
）
の
家
に
伝
わ
る
資
料
群
で
、
高
知
市
立
自
由
民
権

記
念
館
（
以
下
当
館
）
寄
託
資
料
で
あ
る
。
吉
良
家
の
御
子
孫
か
ら
、
平
成
二
〇
年
に
三

点
一

、
令
和
二
年
に
四
八
一
点
、
計
四
八
四
点
の
寄
託
を
受
け
た
。
な
お
、
平
成
二
〇
年

寄
託
分
は
既
に
一
般
に
供
し
て
い
た
が
、
令
和
二
年
寄
託
分
と
寄
託
者
が
同
一
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
資
料
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
令
和
二
年
寄
託
分
と
ま
と
め
て
「
吉
良
家
資

料
」
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
。

吉
良
家
資
料
の
解
題
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
順
吉
の
略
歴
を
紹
介
し
た
い
。

【
吉
良
順
吉
】
弘
化
四
年
八
月
、
吾
川
郡
弘
岡
下
ノ
村
の
富
農
の
家
に
生
ま
れ
る
。

父
傳
七
。
第
九
大
区
副
大
区
長
を
経
て
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
県
会
議
員
に

当
選
。
以
後
、
落
選
な
ど
に
よ
る
数
年
間
を
除
き
、
現
職
で
死
去
す
る
ま
で
民
権
派

の
有
力
議
員
と
し
て
活
躍
、
議
長
に
も
就
任
し
た
。
一
五
年
海
南
自
由
党
常
置
委
員

に
選
出
さ
れ
、
「
国
会
開
設
準
備
建
言
書
」
に
署
名
し
た
。
一
九
年
警
察
費
問
題
で

の
県
会
と
知
事
の
対
立
に
関
し
建
議
案
起
草
委
員
と
な
り
総
代
と
し
て
こ
れ
を
法

務
局
に
提
出
。
二
〇
年
の
三
大
事
件
建
白
運
動
で
は
、
吾
川
郡
南
部
八
田
村
ほ
か
一

五
カ
村
一
、
一
六
五
名
の
総
代
と
し
て
上
京
、
保
安
条
例
の
退
去
命
令
を
受
け
た
。

二
二
年
条
約
改
正
中
止
建
白
の
吾
川
郡
総
代
と
し
て
元
老
院
へ
出
頭
。
二
四
年
に
は

露
国
皇
太
子
遭
難
に
つ
い
て
高
知
県
民
総
代
と
し
て
京
都
行
在
所
へ
赴
く
。
ま
た
東

京
の
地
価
修
正
同
盟
委
員
会
に
も
出
席
し
た
。
他
に
土
佐
鉄
道
協
会
、
高
知
育
児
会
、

高
知
衛
生
会
、
高
知
教
育
会
、
高
知
県
地
主
同
盟
中
央
委
員
会
な
ど
の
役
員
を
歴
任

し
た
。
明
治
二
九
年
七
月
一
三
日
病
没
。
五
○
歳
。
（
『
高
知
県
人
名
事
典

新
版
』

よ
り
二

）

ま
た
、
吉
良
家
資
料
に
は
順
吉
の
長
男
で
あ
る
吉
良
禎
吉
（
以
下
禎
吉
）
の
資
料
も
含

ま
れ
る
た
め
、
禎
吉
の
略
歴
に
つ
い
て
も
示
し
て
お
く
。

【
吉
良
禎
吉
】
明
治
七
年
一
月
五
日
、
順
吉
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
私
立
高
知
共

立
学
校
卒
業
後
、
私
立
東
京
専
門
学
校
（
現
・
早
稲
田
大
学
）
英
語
専
修
科
に
進
学
す
る

も
一
年
で
退
校
し
、
明
治
二
七
年
に
農
商
務
省
蚕
業
試
験
所
の
傍
聴
生
科
程
を
修
了
後
、

帰
郷
。
吾
川
郡
蚕
糸
業
組
合
初
代
総
代
、
高
知
県
蚕
種
検
査
員
、
高
知
県
蚕
糸
同
業
組
合

議
員
を
経
て
、
明
治
四
三
年
、
大
日
本
蚕
糸
会
高
知
支
会
の
役
員
と
な
る
。
昭
和
四
年
に

は
、
養
蚕
農
家
の
利
益
向
上
の
た
め
有
限
責
任
海
南
繭
糸
販
売
組
合
を
創
立
、
初
代
組
合

長
に
当
選
。
生
涯
を
通
し
て
養
蚕
業
に
尽
力
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
弘
岡
下
ノ
村
長
、
弘
岡

下
ノ
村
・
吾
川
郡
・
高
知
県
農
会
議
員
、
帝
国
農
会
副
議
員
も
務
め
た
。
昭
和
一
二
年
八

月
二
八
日
没
。
六
四
歳
。
（
参
考
：
吉
良
家
資
料
Ａ
‐
１
‐
13
「
履
歴
書
」
） 

一
、
概
要

吉
良
家
の
御
子
孫
に
よ
る
と
、
吉
良
本
家
は
大
正
時
代
に
住
宅
火
災
に
遭
っ
て
お
り
、

順
吉
と
禎
吉
が
伝
え
た
資
料
、
特
に
明
治
期
の
資
料
の
多
く
を
失
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
。
し
か
し
、
本
資
料
群
に
は
保
安
条
例
に
よ
る
退
去
命
令
書
や
第
二
回
総
選
挙
前
の

土
佐
派
の
動
向
に
つ
い
て
の
書
簡
な
ど
、
自
由
民
権
運
動
に
関
す
る
注
目
す
べ
き
資
料
が

吉良順吉 

（1847～1896） 

吉良禎吉 

（1874～1937） 
写真：吉良家提供 
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伝
わ
る
。
さ
ら
に
、
高
知
育
児
会
等
の
社
会
活
動
や
、
仁
淀
川
の
堤
防
・
用
水
路
の
管
理

に
関
す
る
資
料
か
ら
は
、
地
域
の
名
望
家
と
し
て
の
役
割
と
そ
の
実
態
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
禎
吉
に
関
し
て
は
、
一
四
年
分
に
わ
た
る
日
記
や
、
若
干
二
〇
歳
で
立
ち

上
げ
た
「
吾
川
蚕
糸
会
」
の
活
動
記
録
な
ど
、
地
域
の
歴
史
を
示
す
興
味
深
い
資
料
を
含

ん
で
い
る
。

本
資
料
群
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
当
館
寄
託
資
料
で
あ
る
「
細
川
家
資
料
」
三

の
分
類
方
法
を
参
考
に
し
た
。
本
資
料
群
と
「
細
川
家
資
料
」
に
は
資
料
の
性
格
に
共
通

点
が
多
く
、
ま
た
地
域
性
も
鑑
み
れ
ば
、
細
川
家
資
料
と
同
様
に
分
類
す
る
こ
と
は
閲
覧

時
の
利
便
性
を
高
め
る
と
判
断
し
た
。

な
お
、
令
和
二
年
寄
託
分
に
つ
い
て
は
茶
封
筒
で
小
分
け
に
す
る
な
ど
既
に
整
理
さ
れ

た
形
跡
が
あ
り
、
封
筒
へ
の
覚
書
等
か
ら
、
『
春
野
町
史
』
編
纂
に
係
る
整
理
作
業
（
以

下
旧
整
理
）
に
よ
る
も
の
と
推
察
で
き
た
。
資
料
目
録
に
あ
る
「
仮
№
」
は
寄
託
当
初
の

状
態
で
各
資
料
へ
割
り
当
て
た
番
号
で
あ
り
、
旧
整
理
の
秩
序
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

二
、
資
料
紹
介

以
下
、
特
に
順
吉
と
禎
吉
の
活
動
を
示
す
資
料
を
含
む
大
分
類
Ａ
か
ら
Ｆ
に
つ
い
て
、

大
分
類
毎
の
概
要
と
個
別
の
資
料
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
な
お
、
資
料
に
つ
い
て
は
令
和

四
年
度
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
企
画
展
「
春
野
地
域
名
望
家
の
記
録
―
細
川
義
昌
と

吉
良
順
吉
―
」
四

展
示
資
料
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

Ａ

家
事

履
歴
書
、
冠
婚
葬
祭
に
関
す
る
資
料
、
家
計
簿
、
そ
の
他
家
計
に
関
す
る
書
付
等
。

民
権
家
の
経
済
状
況
を
知
る
資
料
と
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
書
付
「
一
家
ノ
経
済
」

（
Ａ
‐
５
‐
７
）
で
あ
る
。
筆
跡
か
ら
順
吉
の
稿
と
推
察
で
き
、
順
吉
の
没
年
を
ふ
ま
え

る
と
自
由
民
権
運
動
の
時
期
に
記
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
吉
良
家
は

収
入
の
四
分
の
一
が
地
租
と
し
て
支
出
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
年
は
諸
経
費
を

差
し
引
い
た
残
り
の
二
一
石
で
家
計
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
公
共
上
の

交
際
」
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
が
こ
れ
を
断
れ
ば
社
会
の
信
用
を
失
う
と
述
べ
る
な
ど
、

政
治
活
動
費
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
順
吉
の
活
動
に
つ
い
て
は
「
吉
良
順
吉
略
伝
」（
Ａ
‐
１
‐
16
）
、
吉
良
順
吉
墓

碑
銘
の
下
書
き
（
Ａ
‐
２
‐
13
）
等
も
参
照
さ
れ
た
い
。

Ｂ

個
人
日
記
・
雑
記

吉
良
宅
快
（
順
吉
祖
父
・
以
下
宅
快
）
、
順
吉
、
禎
吉
の
日
記
類
。

宅
快
の
日
記
（
Ｂ
‐
１
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
春
野
町
史
』
で
引
用
さ
れ
て
お
り
五

詳
細
は
省
略
す
る
が
、
江
戸
末
期
の
春
野
地
域
の
農
業
や
養
蚕
業
の
実
際
が
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

順
吉
が
東
京
旅
行
中
に
記
し
た
旅
行
日
記
（
Ｂ
‐
２
）
に
は
、
明
治
二
七
年
一
二
月
二

二
日
か
ら
翌
年
一
月
一
〇
日
ま
で
の
行
動
及
び
金
銭
支
出
内
容
が
記
さ
れ
る
。
上
京
理
由

は
不
明
だ
が
、
板
垣
退
助
や
坂
本
直
寛
、
林
有
造
等
を
訪
ね
て
い
る
ほ
か
、
一
月
一
日
に

は
自
由
党
本
部
に
出
向
く
な
ど
、
党
員
と
の
面
会
に
多
く
の
時
間
を
割
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。禎

吉
の
日
記
は
大
正
二
年
か
ら
大
正
一
四
年
、
昭
和
一
一
年
の
一
四
冊
。
日
々
の
日
課
、

仕
事
に
関
す
る
事
項
、
面
会
相
手
の
氏
名
等
が
記
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
春
か
ら
夏
に
か
け

て
文
章
量
が
極
端
に
減
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
期
間
は
禎
吉
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
養

蚕
業
の
繁
忙
期
と
重
な
る
。

大
正
七
年
一
月
か
ら
大
正
一
一
年
一
月
ま
で
六

の
四
年
間
、
禎
吉
は
弘
岡
下
ノ
村
の
村

長
を
務
め
た
。
そ
の
間
に
取
り
組
ん
だ
課
題
の
一
つ
と
し
て
弘
岡
実
業
女
学
校
の
昇
校
問

題
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
特
に
大
正
一
〇
年
の
日
記
（
Ｂ
‐
11
）
に
は
度
々
こ
の
問
題
に
つ

い
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、
禎
吉
は
関
係
者
と
の
調
整
に
奔
走
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
衆

議
院
議
員
の
濱
口
雄
幸
が
禎
吉
に
宛
て
た
書
簡
（
Ｄ
‐
３
‐
６
）
に
よ
る
と
、
濱
口
が
文

部
省
と
弘
岡
下
ノ
村
の
間
を
取
り
持
つ
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
七

。
な
お

本
書
簡
は
額
装
さ
れ
て
お
り
、
吉
良
本
家
に
長
年
飾
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
余
談
だ

が
、
日
記
に
よ
る
と
、
禎
吉
は
著
名
人
か
ら
の
書
簡
が
届
く
た
び
、
高
知
市
街
の
業
者
に

依
頼
し
て
額
装
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

禎
吉
の
活
動
は
、
順
吉
に
比
べ
て
こ
れ
ま
で
詳
細
に
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ

ら
日
記
資
料
と
他
資
料
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
禎
吉
の
個
人
・
公
人
と
し
て
の

活
動
、
さ
ら
に
は
春
野
地
域
の
近
代
史
の
一
端
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

Ｃ

土
地

土
地
台
帳
、
地
券
、
小
作
関
係
、
地
税
台
帳
等
。
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『
春
野
町
史
』
に
よ
る
と
「
細
川
義
昌
同
様
、
民
権
運
動
を
春
野
地
方
で
代
表
し
た
一

人
吉
良
順
吉
も
経
済
に
慎
重
で
、
同
家
よ
り
の
聴
込
み
に
よ
れ
ば
、
順
吉
の
妻
は
終
生
農

耕
を
捨
て
な
か
っ
た
」
八

と
い
う
。
吉
良
家
の
所
有
地
台
帳
（
Ｃ
‐
１
‐
２
）
か
ら
は
、

記
録
開
始
当
時
（
明
治
三
五
年
）
の
吉
良
家
は
春
野
地
域
に
一
〇
六
か
所
、
延
べ
約
一
万

二
千
坪
の
土
地
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
昭
和
初
期
ま
で
に
約
二
〇

箇
所
を
売
却
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
売
却
と
同
時
に
新
た
な
土
地
を
購
入
し

て
い
る
。
吉
良
家
は
簡
単
に
土
地
を
手
放
す
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

吉
良
家
の
所
有
地
と
管
理
に
つ
い
て
興
味
深
い
資
料
が
あ
る
。
「
明
治
十
七
年
ヨ
リ

地
所
内
検
見
帖
」
（
Ｃ
‐
５
‐
１
）
は
、
所
有
地
に
お
け
る
災
害
時
の
被
害
を
詳
細
に
記

し
た
帳
面
で
あ
る
。
筆
跡
か
ら
、
明
治
二
九
年
ま
で
の
記
録
は
順
吉
が
、
順
吉
没
後
は
禎

吉
が
そ
れ
ぞ
れ
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
三
二
年
の
記
録
に
は
、
土
地
一
六
か

所
の
検
見
の
結
果
、
土
地
全
体
の
約
三
割
、
石
高
に
し
て
約
五
石
が
「
用
捨
」
と
な
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
洪
水
被
害
を
具
体
的
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。 

Ｄ

書
簡

細
川
家
資
料
と
同
様
、
当
主
で
あ
る
順
吉
・
禎
吉
宛
と
、
そ
れ
以
外
の
人
物
宛
に
分
け

て
整
理
し
た
。
こ
こ
で
は
順
吉
宛
の
書
簡
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

順
吉
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
は
一
○
四
通
。
高
知
県
会
、
高
知
育
児
会
、
高
知
県
教
育
会

関
係
者
か
ら
送
ら
れ
た
会
議
開
催
通
知
が
そ
の
多
く
を
占
め
て
い
る
。

Ｄ
‐
１
‐
１
か
ら
Ｄ
‐
１
‐
11
は
、「
仁
淀
川
連
合
会
」
の
各
会
員
か
ら
会
費
が
支
払

わ
れ
た
際
の
添
書
類
で
あ
る
。
春
野
地
域
は
従
来
水
害
が
多
く
、
弘
岡
井
筋
及
び
仁
淀
川

堤
防
の
管
理
は
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
『
春
野
町
史
』
に
よ
る
と
、
近
世
に
は
地
域
の

地
主
を
中
心
に
堤
防
や
用
水
路
の
管
理
団
体
が
結
成
さ
れ
、
藩
か
ら
金
銭
的
な
補
助
を
受

け
つ
つ
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
近
代
以
降
も
こ
う
し
た
慣
習
は
続
い
た
が
、
議
会

制
に
基
づ
い
た
近
代
的
な
団
体
と
な
っ
た
の
は
「
水
利
土
功
会
」
（
明
治
二
〇
年
結
成
）

が
最
初
だ
と
い
う
。

「
仁
淀
川
連
合
会
」
は
水
利
土
功
会
結
成
前
の
団
体
で
あ
る
が
、
各
会
員
が
添
書
に
記

す
名
称
は
「
仁
淀
川
連
合
村
会
」「
仁
淀
川
事
件
集
会
」「
仁
淀
川
筋
会
」
と
様
々
で
あ
る
。

結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
し
い
団
体
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
慣
習
的
で
あ
る
が
ゆ
え
名
称

に
さ
ほ
ど
こ
だ
わ
り
が
な
か
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
Ｃ

土
地
」
で
紹
介
し
た
よ
う
な
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
団
体
の
存
在
は
必
須
で

あ
っ
た
。
な
お
、
順
吉
は
同
団
体
の
代
表
的
役
割
を
担
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
仁
淀
川
連

合
会
費
受
取
帖
付
右
雑
記
」
（
Ｅ
‐
１
‐
１
）
も
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

自
由
民
権
運
動
に
関
す
る
書
簡
は
複
数
伝
わ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
第
一
回
帝
国
議
会
解

散
後
の
土
佐
派
議
員
の
立
場
に
つ
い
て
述
べ
る
武
市
安
哉
書
簡
（
Ｄ
‐
５
‐
16
）
を
紹
介

し
た
い
。
背
景
に
は
「
土
佐
派
の
裏
切
り
」
が
あ
る
。
第
一
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
民

党
は
政
府
予
算
案
に
対
し
徹
底
的
に
反
対
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
が
、
明
治
二
四
年
二

月
の
軍
拡
予
算
案
審
議
会
で
土
佐
派
二
八
名
が
政
府
案
に
賛
成
し
た
と
い
う
事
件
で
あ

る
。
本
書
簡
は
第
一
回
帝
国
議
会
が
閉
会
し
た
直
後
の
も
の
で
、
武
市
は
土
佐
派
の
現
状

を
こ
う
記
し
て
い
る
。

御
承
知
之
通
り
高
知
人
士
ニ
向
ツ
テ
の
悪
評
誹
謗
四
面
を
充
タ
シ
先
ハ
明
治
初
年

よ
り
経
歴
と
シ
テ
江
藤
西
郷
氏
の
時
分
の
挙
動
よ
り
加
波
山
朝
鮮
等
之
件
を
引
延

し
今
回
の
国
会
開
場
ニ
及
フ
等
実
ニ
憤
懣
ニ
不
絶
次
第
ナ
リ
（
中
略
）

我
高
知
人
士
の
一
挙
一
動
は
今
日
生
死
の
岐
路
に
立
チ
一
歩
を
誤
ラ
ハ
忽
チ
ニ
シ

テ
積
年
の
苦
心
を
水
泡
ニ
帰
セ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
后
来
天
下
ニ
立
脚
の
地
ナ
キ

ニ
至
る
事
火
を
睹
る
よ
り
も
尚
明
ナ
リ

「
至
急
用
」
と
記
さ
れ
た
本
書
簡
の
宛
先
は
山
田
平
左
衛
門
で
あ
る
が
、
本
文
に
記
さ

れ
た
宛
人
に
は
、
北
村
、
都
築
、
山
田
、
細
川
、
吉
良
、
武
村
、
阪
本
、
弘
瀬
、
他
諸
君

と
あ
り
、
各
人
が
確
認
し
た
形
跡
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
武
市
は
こ
の
後
、
第
二
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙
に
自
由
党
か
ら
出
馬
し
て
当
選
し
た
。
そ
し
て
同
年
秋
の
北
海
道
視
察
を

き
っ
か
け
に
、
開
拓
を
考
え
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。

Ｅ

政
治
・
社
会
事
業

「
１

政
治
」
で
は
、
高
知
県
会
関
係
資
料
が
多
く
を
占
め
る
。
自
由
民
権
運
動
期
に

関
係
す
る
資
料
と
し
て
は
、
保
安
条
例
退
去
命
令
書
及
び
保
安
条
例
退
去
命
令
解
除
書

（
Ｅ
‐
１
‐
５
）
、
土
陽
新
聞
が
発
行
禁
止
と
な
っ
た
際
に
臨
時
県
会
を
報
道
し
た
通
信

書
（
Ｅ
‐
１
‐
４
）
、
地
主
同
盟
会
規
約
（
Ｅ
‐
１
‐
19
）
等
が
あ
る
が
、
特
に
注
目
し

た
い
の
は
、
順
吉
が
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
原
稿
類
で
あ
る
。

「
自
由
の
効
果
」（
Ｅ
‐
１
‐
22
）
に
は
、「
新
獲
の
自
由
の
醸
成
す
る
諸
弊
害
に
つ
き

て
は
只
一
つ
の
療
法
あ
る
の
ミ
他
な
し
自
由
な
り
」
と
記
さ
れ
る
。
写
し
の
可
能
性
も
あ
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り
、
順
吉
自
身
の
文
章
か
は
検
討
が
必
要
だ
が
、
少
な
く
と
も
当
時
の
民
権
家
ら
が
「
自

由
」
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
ど
う
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
示
す
資

料
と
は
い
え
よ
う
。

ま
た
、
演
説
草
稿
と
思
わ
れ
る
書
付
（
Ｅ
‐
１
‐
23
）
に
は
、
憲
法
は
我
が
国
や
我
々

人
民
に
と
っ
て
の
「
無
上
ノ
大
法
典
」
で
あ
り
、
我
々
は
国
の
た
め
一
身
一
家
の
た
め
「
タ

ト
ヒ
生
命
ヲ
失
フ
ニ
至
ル
モ
憲
法
ヲ
守
リ
又
憲
法
ノ
為
メ
運
動
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
力

強
く
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
選
挙
干
渉
の
後
始
末
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
書
付
（
Ｅ
‐
１
‐
24
）
も
伝
わ
る
。

高
知
県
内
の
民
権
派
は
、
第
二
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
直
前
、
選
挙
干
渉
に
よ
る
襲
撃

事
件
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
書
付
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
事
件
の
善
後
策
と
し
て
現
場

に
来
る
者
は
一
人
も
な
く
、
県
民
は
「
絶
望
」
状
態
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
順
吉
と
県

会
議
員
数
名
は
「
過
激
ナ
ル
勧
告
書
」
を
提
出
し
、
そ
の
結
果
「
下
田
氏
」
を
は
じ
め
巡

査
三
〇
余
名
が
退
職
と
な
っ
た
、
と
い
う
経
緯
が
記
さ
れ
る
。
勧
告
書
の
提
出
先
は
警
察

か
県
庁
で
あ
ろ
う
。

「
２

社
会
事
業
」
は
、
主
に
高
知
育
児
会
関
係
資
料
で
あ
る
。

高
知
育
児
会
は
、
明
治
一
六
年
一
月
、
近
世
か
ら
の
堕
胎
圧
死
の
慣
習
を
矯
正
す
る
こ

と
を
目
的
に
創
立
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
。
順
吉
は
明
治
二
〇
年
代
に
副
会
頭
を
務
め
、
産

婆
教
授
所
の
設
立
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、
明
治
二
一
年
に
は
堕
胎
圧
死
根
絶
の
た
め
県
内

遊
説
を
行
う
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
二
三
年
一
月
施
行
分
の
高
知
育
児
会
規
約
（
Ｅ
‐
２
‐
１
）
で
は
、
会
の
中
心
を

担
う
会
員
に
つ
い
て
「
長
幼
男
女
ノ
別
ヲ
論
セ
ス
県
ノ
内
外
ヲ
問
ハ
ス
慈
善
篤
志
ノ
人
ニ

シ
テ
本
会
ノ
趣
旨
ヲ
賛
成
ス
ル
者
」
で
あ
れ
ば
誰
で
も
可
、
と
明
記
し
て
い
る
。
な
お
、

本
資
料
は
鉛
筆
で
加
筆
・
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
た
め
案
段
階
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
細

川
家
資
料
に
は
細
川
義
昌
の
妻
・
千
鶴
が
会
員
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
資
料
も
伝
わ
っ

て
お
り
、
性
別
に
関
係
な
く
会
員
を
集
め
運
営
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
「
Ｄ

書
簡
」
に
も
高
知
育
児
会
関
係
書
簡
が
多
く
含
ま
れ
る
の
で
、
合
わ
せ

て
参
照
さ
れ
た
い
。

Ｆ

養
蚕
業

前
述
の
と
お
り
、
禎
吉
は
生
涯
を
通
し
て
養
蚕
に
尽
力
し
た
人
物
だ
が
、
度
々
名
誉
職

を
務
め
る
な
ど
、
政
治
の
世
界
と
の
関
わ
り
は
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
昭
和
一
〇
年
末
発

行
『
組
合
製
糸
の
建
設
者
』
九

の
「
吉
良
禎
吉
」
項
の
冒
頭
で
は
、
高
知
の
人
々
の
政
治

欲
と
禎
吉
の
そ
れ
が
比
較
さ
れ
て
い
る
。

由
来
土
佐
は
熱
血
漢
が
多
い
だ
け
に
政
治
熱
も
盛
ん
だ
。
苟
も
男
た
る
も
の
は
殆

ん
ど
例
外
な
し
に
政
治
熱
に
う
か
さ
れ
る
。
政
党
の
何
れ
か
に
席
を
お
か
ぬ
も
の
は

な
い
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
反
対
党
と
ガ
シ
〳
〵
や
る
。
君
の
親
爺
は
非
常
に
政
治

に
熱
心
で
あ
り
、
県
会
議
長
を
つ
と
め
た
程
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
君
も
い
つ
か
政
治

の
影
響
を
受
け
て
政
治
方
面
へ
手
を
出
し
た
。
政
党
は
民
政
党
所
属
。
然
し
君
は
政

党
に
深
入
り
し
な
か
っ
た
。
今
日
、
殊
に
海
南
繭
糸
へ
出
る
や
う
に
な
つ
て
か
ら
は

所
謂
政
治
か
ら
は
遠
ざ
か
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
一
〇

「
政
党
の
何
れ
か
に
席
を
お
か
ぬ
も
の
は
な
い
」
と
い
う
の
は
大
袈
裟
か
も
し
れ
な
い

が
、
禎
吉
が
民
政
党
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
は
彼
の
日
記
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、

そ
れ
に
「
深
入
り
」
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
彼
の
経
歴
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

禎
吉
は
、
明
治
二
五
年
（
当
時
一
八
歳
）
に
私
立
東
京
専
門
学
校
英
語
専
修
科
へ
入
学

す
る
も
一
年
で
退
校
し
、
農
商
務
省
蚕
業
試
験
所
で
養
蚕
を
学
ん
だ
。
土
陽
新
聞
に
よ
る

と
、
そ
の
実
力
は
、
帰
郷
後
二
年
足
ら
ず
で
既
に
一
目
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

●
吉
良
養
蚕
所
の
成
績

吾
川
郡
弘
岡
下
ノ
村
吉
良
順
吉
氏
の
令
息
禎
吉
氏
は
曩

き
に
東
京
西
ヶ
原
養
蚕
伝
習
所
の
伝
習
を
受
け
帰
県
し
本
年
そ
の
自
宅
へ
は
蚕
室

を
新
築

蟻
量
十
四
匁
十
五
分
掃
立
去
月
廿
六
七
両
日
を
以
て
悉
く
上
簇
せ
し
め

た
る
に
気
候
の
不
順
あ
り
し
に
も
拘
ら
ず
頗
る
良
成
績
を
得
た
り
と
云
ふ
一
一

禎
吉
は
そ
の
後
も
自
家
で
養
蚕
を
営
み
な
が
ら
、
吾
川
郡
の
養
蚕
業
発
展
の
た
め
生
涯

を
と
お
し
て
尽
力
し
た
。
青
年
期
に
は
地
元
で
蚕
業
団
体
を
結
成
し
、
壮
年
期
に
は
蚕
種

検
査
員
と
し
て
指
導
役
を
務
め
た
。
さ
ら
に
繭
糸
の
販
売
組
合
を
立
ち
上
げ
、
組
合
代
表

と
し
て
養
蚕
家
の
利
益
向
上
を
目
指
し
た
。
「
Ｆ

養
蚕
業
」
は
、
こ
う
し
た
禎
吉
の
活

動
に
関
す
る
資
料
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
春
野
地
域
の
蚕
業
関
係
の
資
料
が
豊
富
に

含
ま
れ
る
こ
と
は
、
本
資
料
群
の
大
き
な
特
色
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
「
１

吾
川
蚕
糸
会
関
係
」
で
は
、
帰
郷
し
た
禎
吉
が
立
ち
上
げ
た
蚕
業
改
良
団

体
「
吾
川
蚕
糸
会
」
に
つ
い
て
の
資
料
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

― 44 ― 
（4）



『
春
野
町
史
』
に
よ
る
と
、
こ
の
吾
川
蚕
糸
会
は
「
最
初
弘
岡
下
ノ
村
蚕
業
会
と
し
て

発
足
し
た
ら
し
く
、
し
か
も
「
青
年
蚕
業
倶
楽
部
」
と
銘
打
っ
て
い
」
た
一
二

と
い
う
。
本

資
料
群
に
は
、
確
認
し
た
限
り
青
年
蚕
業
倶
楽
部
に
関
す
る
資
料
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
明

治
二
八
年
の
土
陽
新
聞
に
は
同
倶
楽
部
結
成
を
報
ず
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

●
青
年
蚕
業
倶
楽
部

吾
川
郡
弘
岡
下
ノ
村
蚕
糸
業
篤
志
の
青
年
は
同
業
拡
張
奨

励
の
為
め
此
程
青
年
蚕
業
倶
楽
部
を
設
け
毎
月
五
日
の
日
を
以
て
蚕
糸
業
に
関
す

る
討
論
談
話
を
為
し
つ
ゝ
あ
り
と
云
ふ
一
三

そ
し
て
こ
の
記
事
か
ら
四
か
月
後
、
「
吾
川
蚕
糸
会
」
の
第
一
回
品
評
会
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。

●
吾
川
蚕
糸
会
第
一
回
品
評
会

去
る
二
十
日
同
郡
西
分
村
尋
常
小
学
校
に
於
て

開
く
当
日
来
賓
の
主
な
る
者
は
郡
長
田
川
基
明
氏
、
巡
回
教
師
伊
藤
章
、
西
村
竹
の

両
女
史
及
其
他
有
志
の
諸
氏
に
し
て
吉
良
禎
吉
氏
開
会
の
趣
旨
を
演
し
岡
崎
伊
佐

馬
氏
同
会
の
来
歴
を
談
じ
松
村
兵
馬
氏
審
査
報
告
を
成
し
た
る
後
ち
会
長
よ
り
褒

章
を
授
与
し
続
ゐ
て
田
川
郡
長
の
祝
詞
発
起
人
総
代
曽
和
貞
雄
氏
の
答
詞
出
品
人

総
代
中
山
猿
膽
氏
の
祝
詞
来
賓
岩
元
仙
吉
氏
森
山
村
有
志
者
等
の
祝
詞
あ
り
て
頗

る
盛
会
な
り
し
と
云
ふ
（
以
下
略
）
一
四

青
年
蚕
業
倶
楽
部
と
吾
川
蚕
糸
会
が
同
一
団
体
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
、

同
会
の
役
員
及
び
会
員
名
簿
（
Ｆ
‐
１
‐
１
）
か
ら
、
禎
吉
が
明
治
二
八
年
七
月
の
時
点

で
吾
川
蚕
糸
会
の
幹
事
を
務
め
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
禎
吉
は
当
時
二
一
歳
と
い

う
若
さ
で
あ
り
、
『
春
野
町
史
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
吾
川
蚕
糸
会
が
青
年
を
中

心
と
し
た
団
体
で
あ
っ
た
と
考
え
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
吾
川
蚕
糸
会
と
は
ど
う
い
う
団
体
な
の
か
。
吾
川
蚕
糸
会
規
約
（
Ｆ
‐
１
‐

20
）
に
は
、
「
郡
内
蚕
糸
業
ノ
改
良
進
歩
ヲ
計
ル
」
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
「
品

評
会
或
ハ
講
話
会
」
を
定
期
的
に
行
う
団
体
、
と
あ
る
。

吾
川
蚕
糸
会
の
規
約
は
も
う
一
点
伝
わ
る
。
表
紙
に
は
「
吾
川
蚕
糸
会
規
約
草
案
」（
Ｆ

‐
１
‐
21
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
、
前
述
し
た
規
約
の
改
正
草
案
と
推

測
で
き
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
「
当
会
員
ノ
製
出
ス
ル
生
糸

ヲ
改
良
ヲ
ナ
シ
品
位
一
定
ノ
精
良
糸
ヲ
製
シ
共
同
販
売
ス
ル
」
こ
と
が
新
た
に
追
加
さ
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
従
来
は
養
蚕
の
技
術
向
上
を
目
指
し
て
い
た
団
体
が
、
販

売
組
合
の
要
素
を
も
含
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
規
約
に
よ
る
と
会
の
実
質
的

な
代
表
者
は
幹
事
二
名
だ
が
、
本
規
約
草
案
で
は
「
会
頭
」
一
名
が
代
表
者
と
さ
れ
、
そ

の
下
に
配
置
さ
れ
た
「
幹
事
」
は
一
名
に
減
員
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
禎
吉
の
履
歴
書
（
Ａ
‐
１
‐
13
）
に
は
吾
川
蚕
糸
会
の
名

称
は
見
当
た
ら
な
い
。
代
わ
り
に
「
明
治
二
十
九
年
二
月

吾
川
郡
蚕
糸
業
組
合
創
立
ニ

付
キ
吾
川
郡
蚕
糸
業
者
総
代
ニ
当
選
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
吾
川
郡

蚕
糸
業
組
合
」
は
吾
川
蚕
糸
会
に
販
売
組
合
の
要
素
を
含
ま
せ
た
団
体
と
推
測
で
き
た
。

し
か
し
、
「
１

吾
川
蚕
糸
会
関
係
」
の
他
の
資
料
を
確
認
す
る
と
、
吾
川
蚕
糸
会
は
明

治
二
九
年
以
降
も
活
動
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

吾
川
蚕
糸
会
は
、
『
春
野
町
史
』
に
あ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
地
域
の
青
年
を
集
め
て

結
成
さ
れ
た
団
体
で
あ
り
、
吾
川
郡
蚕
糸
業
組
合
は
よ
り
広
い
層
の
関
係
者
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
団
体
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
禎
吉
は
、
後
者
の
総
代
で
あ

っ
た
こ
と
を
履
歴
書
に
記
し
た
と
考
え
れ
ば
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま

で
推
測
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
吾
川
蚕
糸
会
は
若
か
り
し
禎
吉
が
熱
意
を
も
っ
て
立
ち
上
げ
た
団

体
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
若
者
ら
が
地
域
の
重
要
産
業
で
あ
る
養
蚕
業
・
蚕
糸
業

の
発
展
の
た
め
活
動
し
た
記
録
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

「
２

辞
令
書
」
で
は
、
禎
吉
が
高
知
県
蚕
種
検
査
員
と
し
て
活
動
し
た
経
歴
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

繭
や
生
糸
の
品
質
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
「
蚕
病
」
を
防
ぐ
た
め
、
明
治
三
一
年
、

国
は
全
国
画
一
の
蚕
種
検
査
を
各
府
県
に
義
務
付
け
た
。
辞
令
書
に
よ
る
と
、
禎
吉
は
検

査
初
年
度
か
ら
六
年
間
に
わ
た
り
蚕
種
検
査
員
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
日
本
蚕
糸
会
高
知
支
会
の
役
員
な
ど
、
禎
吉
が
全
国
的
な
蚕
業
組
織
に
属
し

て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
大
日
本
蚕
糸
会
は
蚕
糸
業
の
改
良
発
達
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た

団
体
で
、
高
知
県
に
支
会
が
設
置
さ
れ
た
の
は
明
治
四
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
禎
吉
は
設

立
当
初
か
ら
役
員
と
な
り
、
第
一
回
蚕
糸
会
品
評
会
で
は
審
査
係
を
務
め
た
。

「
３

演
説
原
稿
」
は
、
「
有
限
責
任
海
南
繭
糸
販
売
組
合
」
と
、
お
そ
ら
く
そ
の
前

身
に
あ
た
る
「
弘
岡
下
ノ
村
養
蚕
組
合
」
「
高
知
県
吾
南
繭
糸
販
売
組
合
」
に
関
す
る
も

の
で
、
禎
吉
に
よ
る
演
説
原
稿
で
あ
る
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
原
稿
で
組
合
製
糸
の
重
要
性
が
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説
か
れ
る
が
、
演
説
の
場
は
、
講
演
会
、
会
議
、
宴
会
な
ど
様
々
で
あ
る
。
な
お
、
本
資

料
群
で
こ
れ
ら
組
合
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
確
認
し
た
限
り
こ
の
演
説
原

稿
の
み
で
あ
る
。

有
限
責
任
海
南
繭
糸
販
売
組
合
（
以
下
組
合
）
は
、
昭
和
四
年
に
当
時
五
五
歳
の
禎
吉

が
立
ち
上
げ
、
初
代
会
長
を
務
め
た
団
体
で
あ
る
。
『
組
合
製
糸
の
建
設
者
』
で
は
、
吾

川
郡
に
組
合
が
設
立
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

海
南
組
合
製
糸
が
こ
の
地
へ
生
れ
た
理
由
は
、
養
蚕
業
者
が
産
繭
の
販
売
に
困
難

を
し
た
こ
と
に
あ
る
。
当
時
こ
の
地
方
に
あ
つ
て
は
、
特
約
取
引
や
繭
の
仲
介
人
に

よ
つ
て
産
繭
が
売
却
さ
れ
、
漁
夫
の
利
を
こ
れ
ら
の
も
の
に
占
め
ら
れ
る
と
い
ふ
状

態
で
あ
つ
た
。
こ
こ
に
於
て
合
理
的
な
産
繭
の
処
分
を
な
す
べ
し
、
と
い
ふ
義
が
持

ち
上
つ
て
海
南
繭
糸
の
創
立
と
は
な
つ
た
わ
け
だ
。
而
し
て
海
南
繭
糸
の
創
立
当
時

は
吾
川
郡
九
ヶ
村
、
高
岡
郡
一
ヶ
村
で
あ
つ
た
が
、
漸
次
区
域
は
拡
大
せ
ら
れ
、
現

在
で
は
吾
川
郡
十
ヶ
村
、
高
岡
郡
九
ヶ
村
、
合
計
十
九
ヶ
村
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て

ゐ
る
。
一
五

前
述
し
た
よ
う
に
、
青
年
期
の
禎
吉
ら
が
吾
川
蚕
糸
会
に
販
売
組
合
の
要
素
を
取
り
入

れ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
「
漁
夫
の
利
を
こ
れ
ら
の
も
の
に
占
め
ら
れ
る
」

と
い
う
状
況
は
、
少
な
く
と
も
明
治
期
に
は
常
態
化
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
組
合
は
こ
の

現
状
を
脱
す
べ
く
、
自
分
た
ち
の
手
に
よ
る
繭
や
糸
を
自
分
た
ち
で
販
売
し
、
労
働
に
適

し
た
利
益
を
得
る
こ
と
で
、
蚕
業
に
携
わ
る
人
々
の
生
活
安
定
を
図
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

禎
吉
に
と
っ
て
長
年
の
目
標
で
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

養
蚕
関
係
者
に
向
け
た
原
稿
（
Ｆ
‐
３
‐
１
等
）
に
は
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
組

合
へ
の
参
加
を
促
す
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
組
合
の
区
域
が
「
漸
次
」
拡
大
し
て
い
っ

た
と
い
う
状
況
は
、
組
合
側
が
こ
の
よ
う
に
参
入
を
促
し
た
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
組

合
が
確
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
証
左
と
も
い
え
よ
う
。

ま
た
、
組
合
の
内
部
に
向
け
た
演
説
原
稿
か
ら
は
、
組
合
や
関
係
者
の
実
態
が
見
え
て

く
る
。
興
味
深
い
の
は
、
製
糸
工
場
に
勤
め
る
女
性
工
員
に
対
す
る
演
説
原
稿
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
寄
宿
舎
に
女
性
舎
監
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
工
員
に
知
ら
せ
る
原
稿
（
Ｆ
‐

３
‐
11
）
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

「
有
限
会
社
海
南
繭
糸
販
売
組
合
」
の
用
紙
に
記
さ
れ
た
こ
の
原
稿
か
ら
は
、
組
合
が

工
員
寄
宿
舎
の
舎
監
を
採
用
し
た
こ
と
と
、
禎
吉
が
女
性
工
員
た
ち
の
指
導
的
立
場
を
担

っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
原
稿
に
お
け
る
「
工
場
」
は
、
組
合
が
運

営
す
る
製
糸
工
場
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

冒
頭
、
禎
吉
は
「
若
キ
沢
山
ノ
女
性
ヲ
御
預
リ
ス
ル
コ
ト
ゝ
相
成
マ
シ
テ
之
ガ
取
締
監

督
ト
曰
フ
コ
ト
ニ
付
テ
種
々
心
配
ヲ
致
シ
マ
シ
タ
」
と
記
す
。
そ
し
て
、
工
場
は
「
相
当

ニ
広
イ
」
の
で
「
門
衛
」
を
雇
う
こ
と
も
考
え
た
が
「
内
部
デ
取
締
ヲ
ス
ル
必
要
ヲ
認
メ
」

寄
宿
舎
の
舎
監
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
続
け
る
。
さ
ら
に
、
女
性
の
舎
監
を
採

用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

私
ハ
一
昨
年
創
業
当
時
ニ
於
テ
皆
様
ニ
仮
令
一
身
上
ノ
コ
ト
デ
モ
何
事
デ
モ
御
相

談
ノ
御
相
手
ヲ
致
シ
マ
ス
ト
申
上
ケ
マ
シ
タ
ガ
未
ダ
何
ノ
御
相
談
ニ
モ
預
ラ
ナ
イ

ノ
デ
ア
リ
マ
ス
凡
々
一
家
ニ
於
キ
マ
シ
テ
モ
小
供
ハ
父
親
ヨ
リ
ハ
母
親
ニ
相
談
ガ

致
シ
ヨ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
今
回
我
寄
宿
舎
ノ
お
母
さ
ん
ト
シ
テ
阪
本
先
生
ヲ
迎
ヘ

マ
シ
タ
カ
ラ
今
后
ハ
何
事
モ
お
母
サ
ン
ニ
御
相
談
ヲ
シ
テ
下
サ
イ

夫
レ
ニ
皆
様
ガ
裁
縫
ナ
リ
又
読
書
ナ
リ
、
数
学
ト
カ
何
ナ
リ
ト
モ
婦
人
ト
シ
テ
修
養

ヲ
用
ス
ル
コ
ト
ハ
阪
本
先
生
ニ
御
相
談
ニ
ナ
レ
マ
ス
ル
様
ニ
希
望
致
シ
マ
ス

と
述
べ
る
。
こ
の
と
き
採
用
さ
れ
た
「
阪
本
先
生
」
は
教
員
経
験
の
あ
る
女
性
で
、
採
用

前
は
既
に
小
学
校
へ
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
組
合
が
「
無
理
カ
ラ
御
相
談
申
上
ケ
」

た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
新
し
い
舎
監
の
条
件
は
、
お
そ
ら
く
「
女
性
」
で
あ
る
こ
と
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。
寄
宿
舎
と
工
場
の
行
き
来
で
一
日
を
終
え
る
女
性
工
員
た
ち
に
、
教
養

や
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
ら
れ
る
人
材
を
求
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
禎
吉
の

思
い
で
あ
っ
た
か
、
工
員
や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
が
求
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
か
は
不
明

だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
地
域
に
お
け
る
製
糸
工
場
の
役
割
や
実
態
を
知
る
手
が
か
り
と

な
る
資
料
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
吉
良
家
資
料
の
解
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

吉
良
家
資
料
か
ら
は
、
順
吉
と
禎
吉
の
活
動
内
容
だ
け
で
な
く
春
野
地
域
の
歴
史
が

様
々
に
見
え
て
く
る
。
本
資
料
群
を
広
く
活
用
い
た
だ
き
、
諸
研
究
発
展
の
一
助
と
し
て
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い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
は
ま
だ
み
ゆ

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
学
芸
員
）

【
注
釈
】

一

託
史0

8
0

0
0

2

、
託
史0

8
0

0
0

3

、
託
史0

8
0

0
0

4

の
３
点
（
い
ず
れ
も
旧
資
料
番
号
）。 

二

『
高
知
県
人
名
事
典

新
版
』
刊
行
委
員
会
編
『
高
知
県
人
名
事
典
』、
高
知
新
聞
社
、
一
九
九

九
年
、
二
七
一
頁
。

三

吾
川
郡
秋
山
村
（
現
・
高
知
市
春
野
町
）
出
身
の
民
権
家
・
政
治
家
で
あ
る
細
川
義
昌
の
家
に

伝
わ
る
資
料
群
。
義
昌
の
徹
底
し
た
文
書
管
理
に
よ
り
、
資
料
点
数
は
一
万
二
千
点
を
越
え
る
。

当
主
日
記
や
書
簡
、
書
籍
な
ど
。
当
館
寄
託
資
料
。

四

本
企
画
展
は
、
春
野
地
域
の
有
力
な
民
権
家
・
政
治
家
で
あ
っ
た
吉
良
順
吉
と
細
川
義
昌
の
活

動
を
、
地
域
名
望
家
と
い
う
視
点
か
ら
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
令
和
四
年
四
月
二
九
日
か
ら

令
和
五
年
五
月
七
日
ま
で
の
開
催
期
間
内
に
資
料
の
入
れ
替
え
を
三
回
行
い
、
約
一
二
〇
点
の

細
川
家
・
吉
良
家
資
料
（
禎
吉
関
係
資
料
を
含
む
）
を
展
示
し
た
。

五

春
野
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
春
野
町
史
』、
春
野
町
、
一
九
七
六
年
、
三
九
〇
頁
等
。

六

履
歴
書
（
Ａ
‐
１
‐
13
）
に
は
大
正
一
○
年
一
月
に
弘
岡
下
ノ
村
長
を
満
期
退
職
し
た
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、
禎
吉
の
日
記
に
よ
る
と
正
し
く
は
大
正
一
一
年
一
月
に
満
期
退
職
し
て
い
る
。

七

書
簡
の
内
容
及
び
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
資
料
紹
介

吉
良
禎
吉
宛

濱
口
雄
幸
書

簡
」（
当
館
発
行
「
自
由
の
と
も
し
び
」
第
九
○
号
）
で
も
紹
介
し
て
い
る
。

八

春
野
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、
前
掲
書
、
四
三
七
頁
。

九

港
輝
雄
著
『
組
合
製
糸
の
建
設
者
』、
鈴
樹
会
、
一
九
三
五
年
。

一
〇

同
上
、
三
七
頁
。

一
一

『
土
陽
新
聞
』
明
治
二
九
年
六
月
四
日
。

一
二

春
野
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、
前
掲
書
、
五
一
〇
頁
。

一
三

『
土
陽
新
聞
』
明
治
二
八
年
四
月
二
五
日
。

一
四

『
土
陽
新
聞
』
明
治
二
八
年
八
月
二
五
日
。

一
五

港
、
前
掲
書
、
三
七―

三
八
頁
。
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後
妻

※ この家系図は、吉良家資料及び吉良家御子孫からの情報提供を基に筆者が作成した。

（
女
性

）

吉
良
仁
左
衛
門

祥
又
吉

節
良
吉

禎

方
円
利
彦

傳
七

（
乕
次

）

ナ
ツ

（
女
性

）

熊
吉

早
世

ム
メ

マ
ス

熊
恵

サ
ト

明
治
三
五
年
没

禎
吉

（
犬
衛

）

【参考】

吉良家系図（近世～近代）

松
於

熊

順
吉

（
常
之
助

）

方
円
規
矩
輔

（
治
三
郎

）
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